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 遠賀川流域リーダーサミットとは

　遠賀川は、福岡県北部に位置し、その流域は飯塚市、
直方市、田川市といった主要都市を含む 21 市町村で
構成されています。流域内人口はおよそ６７万人、人
口密度は九州内の国管理河川で最も高く、古代から稲
作文化や日本の近代化を支えた石炭産業など、人々の
生活、文化と深い結びつきを持っています。
　そのため、流域住民は河川への関心が高く、流域内
には約 80 もの住民団体が河川環境保全活動等を行っ
ています。そのような中、住民団体が主体となり積年
の課題であった水質改善やゴミ対策などの河川環境保
全について住民団体、自治体、河川管理者等が意見交
換を行う「遠賀川流域リーダーサミット」が平成 20
年に初開催、以降 2年おきに意見交換を行っています。
平成 24 年に開催された第 3 回流域サミットでは、流
域 22 市町村長による「遠賀川をより美しい川として
次世代へ引き継ぐことを宣言する」遠賀川流域宣言が
行われました。

　昨年で 18回となった芦屋・若松海岸クリーンキャン
ペーンなど、河川環境の保全を目的に地域住民と行政
や企業等との連携が進んでいます。

　遠賀川流域における地域住民と行政との連携は、
河川環境保全活動のみならず、飯塚地区、田川地区、
中間地区で展開されているなど河川空間を活用した
地域活性化の取組や、これらの取組を流域全体の活性
化に繋げるようとする遠賀川流域フェスタ（平成 30
年度より開催）などの取組が近年進められています。

 第 7 回遠賀川流域リーダーサミット in 宮若の開催

　一方、遠賀川において観測史上最高水位を記録した
平成 30 年 7 月出水や昨年の台風 19 号など、近年多
発する大規模な災害発生時には、行政と地域住民の連
携が防災・減災の観点から重要といわれています。
　このように、河川環境保全とともに、地域活性化、
防災・減災という観点からも遠賀川流域における地域
住民と行政の連携強化は重要なテーマであることか
ら、遠賀川河川事務所と遠賀川河川協力団体連絡会の
共催による「第 7 回遠賀川流域リーダーサミット in
宮若」を令和 2年 1月 26 日に開催しました。

 活動の道しるべとなる「遠賀川流域宣言 in 宮若」

　当日は、遠賀川流域内外から約 500 人もの聴講が
あり「地域活性化」、「防災・減災」をテーマに遠賀川
流域 20 首長が一堂に集い、河川協力団体や子ども達の
活動発表やパネルディスカッションが行われました。
　パネルディスカッションでは、中間・直方・飯塚・
宮若各市町、遠賀川河川事務所長、学識者とともに遠賀
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川河川協力団体連絡会の原口氏が登壇し、行政、住民、
学識者と様々な立場からアイデアが提案されました。
　最後にパネルディスカッションの内容をまとめた
「遠賀川流域宣言 in 宮若」を流域 20 首長とともに遠
賀川河川事務所、遠賀川河川協力団体連絡会が宣言し
ました。「遠賀川流域宣言 in 宮若」は、平成 24 年に
宣言した「河川環境保全」に加え、新たに「地域活性化」、
「防災・減災」についても、遠賀川流域全体で取り組
んでいくこと、取組にあたっては、行政、地域住民、
商店街、企業など多様な主体が協力していくこととし
ています。今後は、この流域宣言のもと、遠賀川流域
では、様々な取組を多様な主体の連携によって進めて
いきたいと考えています。

サミット成功を祝して関係者での記念撮影

遠賀川流域宣言 in 宮若（抜粋）

1. 私たちは、水源の森林や多様な生物の生息・
生育環境を守り育てる取組を引き続き推進し
ます。

2. 私たちは、自助、共助、公助のバランスのと
れた防災・減災社会の構築に向けた取組を推
進します。

3. 私たちは、遠賀川流域の魅力を再認識し、活
力あるまちづくりの取組を推進します。











九州各地で自然愛護
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